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お
れ
に
は
わ
か
る

人
生
は
長
く
な
い

出
て
行
く
の
は
や
っ
ば
り
や
め
よ
う

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
を
壊
す
の
は
や
め
よ
う

E
l
m
o
r
e
 J
a
m
e
s
,
 ・oust M
y
 B
r
o
o
m
 ̀
（
引
用
者
訳
）

-
「
家
を
買
え
」
と
言
わ
れ
て
も
…
…
一

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
困
難
に
な
っ
た
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
中
小
企

業
等
金
融
円
滑
化
法
の
二

0
0九
年
―
二
月
施
行
に
よ
っ
て
、
金
融
機

関
は
、
中
小
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手
か
ら
返
済

負
担
軽
減
の
申
込
み
を
受
け
た
場
合
、
貸
付
条
件
変
更
の
措
置
を
と
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
関
連
の
同
法
の
利
用
は
、

二
0
―
二
年
九
月
末
ま
で
に
、
累
計
二
三
万
件
に
お
よ
ん
だ
。
し
か
し
、

マ
イ
ホ
ー
ム
が

リ
ス
ク
に
な
る
と
き
5

却
丑
紐竺”

[
”
暉
門
晶

↑
_二
i
[
[
5
m

ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の

住
宅
政
策

平
山
洋
介

、
ひ

ら

や

ま

・

よ

う

す

け

神

戸

大

学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科

教
授
。
住
宅
政
策

・
都
市
計
画
を
専
攻
。

＿
九
五
八
年
生
ま
れ
。
著
書
に
『
都
市
の

条
件
』

(
N
T
T
出
版
）
、
『
住
宅
政
策
の

ど
こ
が
問
題
が
』
（
光
文
社
新
書
）
ほ
か
。

同
法
は
二

0
一
三
年
三
月
に
終
了
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
破
綻
が
こ
れ
か
ら

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
の
困
難
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
深
刻
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
住
宅
所
有
に
根
ざ
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
ほ
こ
ろ
び
を
反

映
す
る
。

持
家
セ
ク
タ
ー
を
中
心
に
据
え
た
社
会
の
変
容
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
と
き
、
重
要
な
の
は
、
前
世
紀
末
か
ら
の
経
済
変
化
に
よ
っ
て
、
住

宅
所
有
の
合
理
性
が
減
少
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
政
府
は
持
家
促
進
の

方
針
を
保
ち
、
強
調
し
続
け
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
生
起

す
る
の
は
、
経
済
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
持
家
支
援
の
政
策
そ
れ
自
体

が
持
家
中
心
社
会
を
侵
食
す
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
新
た
に

成
立
し
た
安
倍
政
権
は
、
異
様
な
ス
ケ
ー
ル
の
金
融
緩
和
に
踏
み
切
る

な
か
で
、
住
宅
購
入
を
推
進
す
る
方
針
を
受
け
継
い
だ
。
こ
の
政
策
運
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営
は
、
住
宅
と
社
会
の
関
係
を
さ
ら
に
不
安
定
に
す
る
可
能
性
を
は
ら

む
。
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
を
奨
励
し
続
け
る
政
策
の
果
て
に
何
が
起
こ
る

の
か
。
以
下
で
は
、
住
宅
所
有
の
新
た
な
局
面
を
、
経
済
次
元
だ
け
で

は
な
く
、
政
策
次
元
の
現
象
と
し
て
考
察
す
る
。

一
持
家
促
進
の
政
策
展
開

住
宅
政
策
の
中
身
は
、
変
化
を
重
ね
て
き
た
。
し
か
し
、
多
数
の
世

帯
を
持
家
セ
ク
タ
ー
に
導
こ
う
と
す
る
政
策
方
針
は
、
一
貫
性
を
も
っ

(
H
i
r
a
y
昔
a

g
d
 R
o
n
a
l
d
,
 2
 0
0
 
7
)

。
店
5
匹

m
は
、
公
壺
ロ
・
公
団
・
公
庫
住
宅
の

供
給
を
「
三
本
柱
」
と
す
る
住
宅
施
策
の
体
系
を
一
九
五

0
年
代
に
組

み
立
て
た
。
こ
の
「
一
1

一
本
柱
」
の
中
心
を
占
め
た
の
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
供
給
を
担
う
住
宅
金
融
公
庫
で
あ
っ
た
。
政
策
支
援
の
多
く
は
、
公

庫
を
経
由
し
て
中
間
層
の
持
家
取
得
に
振
り
向
け
ら
れ
た
。
持
家
世
帯

の
割
合
は
、
終
戦
時
か
ら
急
増
し
て
一
九
五
八
年
に
七
一
％
に
達
し
、

そ
の
後
、
低
下
し
て
、
六
八
年
に
六

0
％
と
な
っ
た
。
こ
の
低
下
の
原

因
は
都
市
化
で
あ
る
。
都
市
部
で
は
、
膨
大
な
人
口
が
流
れ
込
み
、
そ

れ
に
反
応
し
て
借
家
供
給
が
増
え
た
。
し
か
し
、
一
九
六

0
年
代
後
半

か
ら
、
持
家
世
帯
の
比
率
は
六
割
前
後
の
水
準
を
維
持
し
、
持
家
が
住

ま
い
の
中
心
を
占
め
る
傾
向
が
常
態
と
な
っ
た
。

持
家
建
設
を
推
進
す
る
施
策
は
、
一
九
七

0
年
代
半
ば
か
ら
、
景
気

対
策
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
。
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
(
-
九
七
三

年
）
に
続
く
不
況
に
対
し
、
政
府
は
、
経
済
回
復
を
剌
激
す
る
た
め
に
、

公
庫
融
資
を
大
胆
に
増
量
し
た
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
施
策
は
、
第
二
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
七
九
年
）
、
プ
ラ
ザ
合
意
（
八
五
年
）
、
バ
ブ
ル
破
綻

（九
0
年
代
初
頭
）
な
ど
に
起
因
す
る
景
気
悪
化
の
た
び
に
繰
り
返
さ
れ

こ。t
 
住
宅
政
策
の
大
規
模
な
転
換
は
、
一
九
九

0
年
代
半
ば
に
始
ま
っ
た

（本間、

1
1
0
0
四
）
。
伝
統
的
な
「
三
本
柱
」
は
解
体
し
、
住
宅
供
給
・

消
費
と
そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
市
場
化
が
進
ん
だ
。
公
営
住
宅
の
新
規

建
設
は
ほ
と
ん
ど
停
止
し
た
。
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
（
旧
住
宅
公
団
）

は
、
二

0
0四
年
に
都
市
再
生
機
構
に
再
編
さ
れ
、
住
宅
事
業
を
大
幅

に
縮
小
し
た
。
住
宅
金
融
公
庫
は
、
一
九
九

0
年
代
末
か
ら
融
資
供
給

を
減
ら
し
、
二

0
0七
年
に
廃
止
と
な
っ
た
。

政
府
は
、
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
持
家
取
得
を
促
進
す
る
方
針
を

維
持
し
、
そ
の
た
め
の
新
た
な
手
段
と
し
て
、
市
場
経
済
の
利
用
を
強

調
し
た
。
公
庫
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
銀
行
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
巨
大
な

市
場
を
手
に
入
れ
た
。
民
間
住
宅
融
資
の
金
利
規
制
は
一
九
九
四
年
に

廃
止
さ
れ
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
販
売
競
争
が
激
化
し
た
。
こ
の
競
争
は
、

融
資
商
品
を
多
様
化
し
、
借
入
コ
ス
ト
を
下
げ
る
効
果
を
生
ん
だ
。
大

企
業
は
、
資
本
調
達
の
主
力
を
銀
行
融
資
か
ら
株
式
発
行
に
移
し
て
き

た
。
貸
出
先
と
し
て
の
優
良
企
業
を
失
っ
た
銀
行
に
と
っ
て
、
住
宅
ロ

ー
ン
商
品
の
販
売
は
コ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
っ
た
。
公
庫
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
政
府
の
持
家
支
援
で
は
、
税
制
利
用
が
中
心
手
法
と
な

っ
た
。
税
制
を
使
っ
た
持
家
促
進
は
、
一
九
七

0
年
代
か
ら
小
規
模
な

施
策
と
し
て
続
い
て
い
た
が
、
九

0
年
代
に
大
型
化
し
、
景
気
対
策
手

段
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
。
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住
宅
政
策
の
内
容
に
影
響
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
住
宅
需
要
の

規
模
と
供
給
力
の
関
係
が
あ
る
。
終
戦
か
ら
高
度
成
長
期
に
か
け
て
、

大
規
模
な
住
宅
需
要
が
供
給
力
を
上
回
る
状
況
が
続
い
た
。
し
か
し
、

前
世
紀
の
末
頃
か
ら
、
持
家
需
要
の
圧
力
は
し
だ
い
に
弱
ま
っ
た
。
そ

の
要
因
の
第
一
は
、
人
口
•
世
帯
数
の
変
化
で
あ
る
。
日
本
の
人
口
は

二
0
0
0
年
代
半
ば
に
減
少
し
始
め
、
世
帯
数
も
ま
た
近
い
将
来
に
減

り
始
め
る
。
第
二
は
、
家
族
の
変
化
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
住
宅
購
入

と
家
族
形
成
が
密
接
に
関
係
し
、
人
び
と
の
大
半
は
、
結
婚
す
る
ま
で

家
を
買
お
う
と
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
未
婚
率
の
上
昇
は
、
住
宅
購
入

を
減
少
さ
せ
る
。
第
三
に
、
経
済
上
の
要
因
が
あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済
が

一
九
九

0
年
代
初
頭
に
破
綻
し
て
以
来
、
深
刻
な
不
況
が
続
き
、
経
済

の
基
調
は
デ
フ
レ
に
転
じ
た
。
こ
の
変
化
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
所
得

減
を
と
も
な
い
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
実
質
債
務
を
増
や
す
こ
と
か
ら
、
持

家
取
得
の
条
件
を
よ
り
不
利
に
し
た
。
経
済
は
、
二

0
0
0
年
代
前
半

に
よ
う
や
く
回
復
し
始
め
た
が
、
二

0
0八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

と
そ
れ
に
続
く
世
界
金
融
危
機
か
ら
強
い
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

新
設
住
宅
着
工
は
、
一
九
七

0
年
代
か
ら
、
増
減
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
趨
勢
と
し
て
、
減
少
に
向
か
っ
た
（
図
1
)
。
着
工
量
は
、
一
九
七

三
年
に
一
九

0
万
五

0
0
0戸
と
い
う
史
上
最
高
値
を
記
録
し
た
の
に

比
べ
、

1101
0
年
代
で
は
、
年
間
八

0
万
戸
強
に
す
ぎ
な
い
。
着
工

戸
数
の
減
少
は
、
住
宅
需
要
の
縮
小
を
反
映
し
た
。

＿
需
給
逆
転

持
家
に
関
す
る
需
要
規
模
と
供
給
力
が
逆
転
す
る
な
か
で
、
政
府
は
、

経
済
対
策
の
た
め
に
、
需
要
を
掘
り
起
こ
そ
う
と
し
、
「
家
を
買
え
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
続
け
た
。
住
宅
金
融
公
庫
の
運
営
で
は
、

融
資
条
件
の
改
善
の
た
め
に
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
、
貸
付
限
度
額
の

引
き
上
げ
、
特
別
割
増
貸
付
の
制
度
創
設
と
そ
の
増
額
、
親
子
二
世
代

ロ
ー
ン
を
供
給
す
る
承
継
償
還
制
度
の
創
設
な
ど
の
施
策
が
矢
継
ぎ
早

に
繰
り
だ
さ
れ
た
。
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
不
況
対
策
で
は
、
公
庫
融
資
の

供
給
量
が
史
上
最
大
規
模
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
税

額
控
除
は
、
一
九
九
九
年
に
大
幅
に
拡
大
し
、
そ
こ
か
ら
縮
小
に
向
か

っ
た
。
続
い
て
、
二

0
0九
年
に
は
、
ポ
ス
ト
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
景
気
対
策
の
た
め
に
、
大
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
が
実
施
さ
れ
た
。

安
倍
政
権
は
、
近
い
将
来
の
消
費
増
税
に
よ
る
住
宅
購
入
の
落
ち
込
み

を
防
ぐ
た
め
に
、
大
規
模
な
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
を
計
画
し
た
。
減
税
効

果
の
小
さ
い
低
収
入
層
に
つ
い
て
は
、
持
家
購
入
者
に
現
金
を
支
給
す

る
と
い
う
特
異
な
施
策
ま
で
準
備
さ
れ
た
。

住
宅
購
入
を
促
す
の
は
、
そ
れ
へ
の
政
策
援
助
だ
け
で
は
な
い
。
政

府
は
、
賃
貸
セ
ク
タ
ー
の
改
善
に
少
量
の
資
源
し
か
配
分
し
な
か
っ
た
。

公
的
賃
貸
住
宅
の
建
設
は
少
な
く
、
公
的
家
賃
補
助
は
皆
無
に
近
い
。

民
営
借
家
の
市
場
で
は
、
家
族
向
け
住
宅
の
供
給
が
乏
し
く
、
そ
の
家

賃
は
高
い
。
住
環
境
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
と
、
住
宅
を
買
う
以
外
に

選
択
肢
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
賃
貸
居
住
の
条
件
は
劣
悪
な
ま
ま
で
放
置

さ
れ
、
そ
れ
は
持
家
需
要
を
増
や
す
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
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で
は
、
住
宅
所
有
の
経
済
条
件
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の

か
。
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
経
済
は
デ
フ
レ
の
傾
向
を
強
め
、
住
宅
•
土
地

価
格
は
低
下
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
は
、
バ
ブ
ル
破
綻
に
よ
っ
て

下
が
っ
て
以
来
、
低
い
レ
ベ
ル
の
ま
ま
で
推
移
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
持
家
取
得
の
経
済
環
境
は
悪
化
し
た

(
H
§
y
目
a,
2
0
1
0
)

。

住
宅
ロ
ー
ン
を
か
か
え
る
持
家
世
帯
の
家
計
変
化
を
み
る
（
次
頁
表

1
)
。
経
済
の
長
い
低
迷
の
た
め
に
、
所
得
は
減
少
し
た
。
こ
の
収
入

減
が
、
住
宅
所
有
を
よ
り
困
難
に
し
た
主
因
で
あ
る
。
住
宅
ロ
ー
ン
返

済
を
中
心
と
す
る
住
居
費
は
増
大
し
た
。
こ
れ
は
、
所
得
減
の
た
め
に

ロ
ー
ン
の
頭
金
が
減
り
、
購
入
住
宅
の
価
格
に
対
す
る
ロ
ー
ン
借
入
額

の
割
合
で
あ
る

L
T
V
(
5
g
T
o
 V
a
l
u
e
)

が
上
が
っ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
住
居
費
の
対
可
処
分
所
得
比
は
上
昇
し
、
一
九
八
九
年
で

は
一
1
-
•八
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
0
0
九
年
で
は
一
八
・
五
％
に

達
し
た
。
住
宅
を
買
う
の
は
、
お
も
に
三

0
歳
代
か
ら
四

0
歳
代
前
半

の
世
帯
で
あ
る
。
こ
の
若
い
グ
ル
ー
プ
で
は
、
収
入
が
と
く
に
大
き
く

減
少
し
、
住
居
費
負
担
が
著
し
く
重
く
な
っ
た

(Hirayama,2
0
1
2
)

。

経
済
変
化
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
政
策
の
あ
り
方
が
持
家
世
帯
の
家

計
に
影
響
し
た
。
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
を
促
す
政
策
方
針
の
も
と
で
、
住

宅
ロ
ー
ン
利
用
を
拡
大
す
る
環
境
が
つ
く
ら
れ
た
。
公
庫
融
資
の

L
T

＞
の
最
大
値
は
、
臨
時
措
置
と
し
て
、
一
九
九
七
年
か
ら
二

0
0
一
年

度
末
ま
で
、
一

0
0％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
頭
金
を
用
意
せ
ず
に
住
宅
を

ー
ア
フ
タ
ー
・

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
イ
ン
カ
ム
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表 1 持家世帯の住宅関連経済状況

年 1989 1994 

実収入 万円 50.0 60.2 

可処分所得 (A) 万円 41.6 49.2 

住居費 (B) 万円 5.3 6.4 

対可処分所得比(=B /A) % 12.8 13.1 

アフター・ハウジング・インカム (C=A-B) 万円 36.3 42.7 

対可処分所得比(=C/  A) % 87.2 86.9 

住宅・土地のための負債現在高 百万円 7.8 10.9 

住宅・土地資産額 百万円 43.8 44.0 

注1)住宅ローンのある 2人以上動労者世帯について、平均値を表示。

2)実収入、可処分所得、住居費、アフター・ハウジング・インカムは、 1カ月当たりの金額。

3)住居費は、住宅ローン返済額、家賃・地代、設備修繕・維持費の合計。

4)住宅・土地資産額は純資産額。 5)不明を除く。

資料） r平成元年全国消費実態調査報告』～『平成21年全国消費実態調査報告』より作成。

1999 

60.9 

50.1 

7.4 

14.8 

42.7 

85.2 

14.3 

35.5 

2004 

55.7 

46.8 

7.9 

16.8 

39.0 

83.2 

15.3 

28.1 

2009 

53.2 

43.7 

8.1 

18.5 

35.6 

81.5 

15.6 

26.5 

買
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

民
間
住
宅
融
資
の
規
制
緩
和
に

よ
っ
て
、
貸
出
競
争
が
熾
烈
化

し
、
高
い

L
T
V
の
住
宅
ロ
ー

ン
の
販
売
が
増
え
た
。
デ
フ
レ

経
済
下
で
は
、
債
務
の
実
質
負

担
が
増
大
す
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
政
府
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
借
り
入
れ
を
促
し
続
け
た
。

さ
ら
に
、
住
宅
資
産
は
デ
フ

レ
に
見
舞
わ
れ
た
。
住
宅
ロ
ー

ン
を
か
か
え
る
世
帯
で
は
、
住

宅
関
連
の
資
産
・
負
債
状
況
が

劇
的
に
変
化
し
（
表
1
)
、
一
九

八
九
年
か
ら

1
1
0
0九
年
に
か

け
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
残
債
が
七

八
0
万
円
か
ら
一
五
六

0
万
円

に
増
え
、
住
宅
•
土
地
資
産
額

は
四
三
八

0
万
円
か
ら
二
六
五

0
万
円
に
減
っ
た
（
平
均
値
）
。

ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
日
本
に
増
大

し
た
の
は
、
資
産
価
値
の
よ
り

低
い
住
宅
の
た
め
に
よ
り
重
い

債
務
を
負
う
世
帯
で
あ
る
。

こ
こ
で
ア
フ
タ
ー
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
イ
ン
カ
ム

(
A
H
I
)
と
い
う

指
標
に
清
目
す
る
。
可
処
分
所
得
は
、
実
収
入
か
ら
支
払
い
義
務
の
あ

る
税
金
・
社
会
保
障
費
を
差
し
引
い
た
手
取
り
収
入
で
あ
る
。

A
H
I

は
、
こ
の
可
処
分
所
得
か
ら
さ
ら
に
住
居
費
を
差
し
引
い
て
算
出
さ
れ

る
。
住
居
費
の
特
徴
は
、
下
方
硬
直
性
が
強
い
点
で
あ
る
。
所
得
が
減

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
食
費
・
衣
料
費
な
ど
と
異
な
り
、
住
居
費
は
簡

単
に
は
下
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
住
居
費
は
、
税
金
・
社
会
保

障
費
な
ど
に
類
似
す
る
。
住
宅
コ
ス
ト
の
硬
直
性
を
考
慮
に
入
れ
、
住

居
費
を
支
払
っ
た
後
の
「
よ
り
実
質
的
な
手
取
り
収
入
」
を
表
す
指
標

が
A
H
I
で
あ
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
を
返
済
し
て
い
る
持
家
世
帯
で
は
、

A
H
I
の
減
少
が

著
し
い
（
表
1
)
。
そ
の
平
均
値
は
、
一
九
九
四
年
と
九
九
年
で
は
四
二

万
七

0
0
0円
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
二

0
0九
年
で
は
三
五
万
六
〇

0
0円
に
ま
で
下
が
っ
た
。
所
得
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
宅
ロ
ー
ン

返
済
額
が
よ
り
増
え
た
こ
と
か
ら
、

A
H
ー
は
、
可
処
分
所
得
に
比
べ

て
、
よ
り
大
幅
に
減
っ
た
。

A
H
I
の
対
可
処
分
所
得
比
は
、
一
九
八

九
年
の
八
七
％
か
ら
二

0
0九
年
の
八
二
％
に
低
下
し
た
。
長
い
経
済

停
滞
の
な
か
で
、
収
入
減
が
問
題
視
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
多
彩
な
分

析
が
み
ら
れ
た
。
多
く
の
論
者
は
、
賃
金
の
減
少
に
注
意
を
促
し
た
。

し
か
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
所
得
を
よ
り
深
刻
に
傷
つ
け
た
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
。
増
大
し
た
住
居
費
負
担
は
、
ボ
デ
ィ
ブ

ロ
ー
の
よ
う
に
、
じ
わ
じ
わ
と
家
計
を
痛
め
つ
け
て
い
る
。
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政
府
が
持
家
建
設
を
好
む
の
は
、
そ
の
経
済
効
果
が
大
き
い
と
判
断

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

A
H
I
減
少
の
含
意
は
、
住
宅
購

入
の
推
進
が
景
気
対
策
と
し
て
必
ず
し
も
有
効
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
経
済
停
滞
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
持

家
促
進
に
よ
る
経
済
効
果
の
要
素
の
一
っ
は
、
消
費
拡
大
で
あ
る
。
バ

ブ
ル
前
の
持
家
購
入
者
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
か
か
え
て
も
、
イ
ン
フ
レ

経
済
の
も
と
で
、
債
務
の
実
質
負
担
が
軽
減
し
、
所
得
が
上
が
っ
た
こ

と
か
ら
、
消
費
力
を
保
持
し
た
。
バ
ブ
ル
期
ま
で
の
持
家
建
設
は
、
家

具
な
ど
の
旺
盛
な
購
入
を
と
も
な
い
、
景
気
回
復
を
刺
激
し
た
。
し
か

し
、
バ
ブ
ル
後
の
デ
フ
レ
経
済
下
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
負
担
が

よ
り
重
く
、

A
H
I
が
顕
著
に
下
が
っ
た
。
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
家
を
買

っ
た
世
帯
の
消
費
力
は
、
そ
れ
以
外
に
何
も
買
え
な
い
レ
ベ
ル
に
ま
で

落
ち
た
。
こ
の
実
態
は
、
不
況
を
深
め
、
長
引
か
せ
る
要
因
と
な
っ
た
。

一

ハ

イ

リ

ス

ク

・

ロ

ー

ン

一

住
宅
購
入
の
経
済
条
件
は
悪
化
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
持
家
促
進

の
政
策
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
が

増
大
し
た
。
人
生
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
た
マ
イ
ホ
ー
ム
が

リ
ス
ク
要
因
に
転
化
す
る
度
合
い
が
高
ま
っ
て
い
る

(Hirayama,2
0
1
1
:
 

大
泉
、

1101
―――)。

住
宅
金
融
公
庫
に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
は
低
く
、
固
定
で
あ
っ

た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
公
庫
融
資
は
資
本
市
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ

の
変
動
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
公
庫
融
資
に
特
権
的
な
位

置
づ
け
を
与
え
、
持
家
セ
ク
タ
ー
を
保
護
す
る
と
い
う
政
府
方
針
を
表

し
て
い
た
。
し
か
し
、
公
庫
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
住
宅
融
資
の
大
半
は

市
場
経
済
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
そ
の
変
動
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

民
間
金
融
機
関
の
住
宅
ロ
ー
ン
に
は
、
固
定
金
利
、
変
動
金
利
お
よ

び
一
定
の
固
定
金
利
期
間
の
後
に
金
利
が
動
く
タ
イ
プ
の
商
品
が
あ
る
。

増
大
し
た
の
は
、
変
動
型
ロ
ー
ン
の
借
り
入
れ
で
あ
る
。
変
動
型
は
、

固
定
型
に
比
べ
、
借
入
時
点
の
金
利
が
低
い
と
い
う
特
徴
を
備
え
、
そ

の
一
方
、
将
来
の
金
利
変
化
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
借
り
入

れ
は
、
よ
り
大
き
な
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
。
収
入
減
の
も
と
で
家
を
買

お
う
と
す
る
人
た
ち
は
、
金
利
の
低
さ
を
重
視
し
た
。
国
土
交
通
省
の

「
民
間
住
宅
ロ
ー
ン
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
新
規
貸
出

額
の
う
ち
変
動
型
が
占
め
る
割
合
は
、
二

0
0五
年
の
一
―
％
か
ら
二

0
-
―
年
の
五
六
％
に
急
上
昇
し
た
。

低
金
利
が
永
久
に
続
く
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。
金
利
の
低
い
時
期

に
変
動
型
ロ
ー
ン
を
借
り
た
世
帯
が
何
ら
か
の
変
化
を
経
験
す
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
金
利
上
昇
で
あ
る
。
安
倍
政
権
は
、
デ
フ
レ
経
済
の
克

服
の
た
め
に
、
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
け
、
金
融
を
大
胆
に
緩
和

し
た
。
こ
の
政
策
が
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
に
影
響
す
る
可
能
性
は
高
い
。

変
動
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
で
は
、
返
済
額
の
見
直
し
は
五
年
ご
と
で
、
そ

の
増
加
は
一
・
ニ
五
倍
ま
で
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
金
利
上
昇
の
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
利
が
上
が
れ
ば
、
返

済
額
に
占
め
る
利
息
分
の
割
合
が
増
え
、
借
入
元
本
残
高
の
減
り
方
が

遅
く
な
る
た
め
、
返
済
期
間
は
長
く
な
る
。
金
利
の
上
昇
時
に
変
動
型
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か
ら
固
定
型
に
ロ
ー
ン
を
借
り
換
え
る
と
い
う
方
法
が
あ
る
よ
う
に
み

え
る
。
し
か
し
、
先
行
す
る
の
は
、
固
定
型
の
金
利
上
昇
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
固
定
翌
へ
の
借
り
換
え
は
、
返
済
額
の
増
大
を
と
も
な
い
、

そ
の
実
行
に
踏
み
切
る
の
は
、
簡
単
で
は
な
い
。

持
家
を
得
た
世
帯
は
、
そ
れ
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
住

宅
所
有
の
リ
ス
ク
が
増
え
、
住
宅
ロ
ー
ン
破
綻
が
増
大
し
た
。
司
法
統

計
年
報
に
よ
れ
ば
、
不
動
産
に
対
す
る
担
保
権
実
行
と
し
て
の
競
売
と

強
制
執
行
を
合
わ
せ
た
件
数
は
、
一
九
九
一
年
で
は
四
万
四

0
四
八
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
九
八
年
に
七
万
八
五
三
七
に
増
え
、
二

0
0三
年

ま
で
七
万
五

0
0
0
前
後
の
高
い
水
準
で
推
移
し
た
。
こ
の
数
値
は
、

―1
0
0
 0
年
代
前
半
の
景
気
好
転
に
よ
っ
て
減
少
し
、
し
か
し
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
た
め
に
再
び
増
え
、

0
八
年
と

0
九
年
で
は
六
万
七
〇

0
0を
超
え
た
。
ほ
と
ん
ど
の
年
に
お
い
て
、
競
売
な
ど
の
対
象
と
な

る
不
動
産
の
過
半
数
は
住
宅
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
競
売
に
な
る
前

に
債
権
者
の
同
意
の
も
と
で
担
保
物
件
を
処
分
す
る
任
意
売
却
が
増
え

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
統
計
は
存
在
せ
ず
、
実
態
は
不
明
の
ま

ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
任
意
売
却
で
は
、
競
売
に
比
べ
て
、
売
却
価
格

が
高
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

冒
頭
で
触
れ
た
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
法
に
よ
る
返
済
猶
予
な
ど
に

よ
っ
て
、
不
動
産
競
売
は
二

0
-
0年
か
ら
減
っ
た
。
し
か
し
、
同
法

の
終
了
の
た
め
に
、
住
宅
融
資
の
破
綻
が
再
び
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

住
宅
ロ
ー
ン
破
綻
の
一
九
九

0
年
代
後
半
の
増
大
は
、
公
庫
の
ゆ
と

り
償
還
制
度
を
一
因
と
し
た
。
公
庫
融
資
の
返
済
に
関
し
て
、
最
初
の

五
年
間
の
負
担
を
減
ら
す
ス
テ
ッ
プ
償
還
制
度
の
運
営
は
、
一
九
七
九

年
に
始
ま
っ
た
。
公
庫
は
、
ス
テ
ッ
プ
償
還
を
ゆ
と
り
償
還
に
改
変
し
、

一
九
九
一
1

一
年
と
翌
年
に
当
初
返
済
額
を
さ
ら
に
下
げ
た
。
し
か
し
、
最

初
の
五
年
間
が
終
了
し
、
借
り
手
の
所
得
は
伸
び
て
い
な
い
と
い
う
状

況
が
生
じ
、
そ
れ
が
破
綻
に
直
結
し
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
経

済
情
勢
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
購
入
を
過
度
に
奨
励
す
る
住
宅
政
策
が

住
宅
ロ
ー
ン
を
破
綻
さ
せ
る
、
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
ゆ
と
り
償
還
制

度
は
批
判
を
浴
び
、
二

0
00
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、
対
策
の
一
っ
と
し
て
、

持
家
を
売
却
し
て
債
務
を
整
理
し
、
賃
貸
住
宅
な
ど
に
移
っ
て
人
生
を

つ
く
り
直
す
と
い
う
選
択
が
あ
り
え
る
。
し
か
し
、
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の

住
宅
資
産
価
値
は
減
り
続
け
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
は
大
型
化
し
、

L
T
V

が
上
昇
し
た
。
こ
の
た
め
、
住
宅
資
産
よ
り
残
債
が
多
い
と
い
う
担
保

割
れ
の
世
帯
が
増
大
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
破
綻
に
陥
っ
た
世
帯
の
多
く

は
、
持
家
を
処
分
し
て
も
負
債
が
残
る
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
た
。
政

府
は
、
住
宅
金
融
市
場
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
貸
出
競
争
を
刺
激
し
、

L
T
V
を
押
し
上
げ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
担
保
割
れ
持
家
は
、

経
済
次
元
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
次
元
の
産
物
で
あ
る
。
持
家
促
進
の

執
拗
な
政
策
が
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ロ
ー
ン
を
増
や
し
て
い
る
。

m
 

戦
後
H
本
で
は
、
旺
盛
な
住
宅
建
設
が
続
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て

住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
充
実
し
、
住
宅
市
場
が
成
熟
す
れ
ば
、
良
質
か
つ
ロ

再
び
建
て
…
…

壊
し
、



193ーマイホームがリスクになるとき

ー
コ
ス
ト
の
中
古
住
宅
が
流
通
し
、
住
宅
事
情
は
改
善
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
持
家
取
得
の
た
め
の
負
担
は
、
軽
減
す
る
ど
こ
ろ
か
、

増
え
続
け
た
。
そ
の
原
因
は
、
日
本
の
住
宅
政
策
が
、
経
済
拡
大
を
追

求
す
る
観
点
か
ら
、
新
築
ば
か
り
を
重
視
し
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
形

成
•
利
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
え
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。

日
本
で
は
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
は
短
い
寿
命
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
安
定

し
な
か
っ
た
（
山
崎
、
―

1
0
1
―
-
)
。
住
宅
の
新
設
着
工
戸
数
に
対
す
る
滅

失
戸
数
の
割
合
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
率
と
定
義
す
る
と
、
そ
の
値
は
、
一
九

七
0
年
代
末
か
ら
九

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
約
五
割
と
異
様
に
高
か

っ
た
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
率
が
五
割
と
は
、
二
戸
の
住
宅
を
建
て
る
間
に
一

戸
が
滅
失
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
率
は
し
だ
い
に
低

下
し
て
い
る
が
、

1
1
0
0四
S
O八
年
に
な
っ
て
三
七
％
と
な
お
高
い
。

住
宅
戸
数
は
増
え
続
け
、
世
帯
数
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
空
家
率
は
、

一
九
九
八
年
に
一
割
を
超
え
、
二

0
0八
年
で
は
一
三
・
一
％
に
達
し

た
。
し
か
し
、
空
家
の
増
大
が
中
古
住
宅
供
給
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら

な
い
。
住
宅
•
土
地
統
計
調
査
の
二
0
0
八
年
の
結
果
に
よ
る
と
、
空

家
戸
数
の
う
ち
、
賃
貸
用
、
売
却
用
と
し
て
市
場
に
出
て
い
る
戸
数
は
、

五
五
％
、
五
％
、
両
者
を
合
わ
せ
て
六
割
で
あ
っ
た
。
売
却
向
け
空
家

は
と
く
に
少
な
い
。
空
家
の
三
五
％
は
「
そ
の
他
」
で
あ
る
。
こ
の

「
そ
の
他
」
は
、
利
用
予
定
が
不
明
確
で
、
荒
れ
た
ま
ま
で
放
置
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
を
多
く
含
む
。
同
調
査
は
、
持
家
に
住
む
世
帯
に
関
し

て
、
そ
の
取
得
方
法
を
調
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
築
（
三
三

％
）
、
建
て
替
え
(
-
三
％
）
、
新
築
住
宅
購
入
（
二
0
%
）
な
ど
の
割
合

が
高
い
。
中
古
住
宅
購
入
に
よ
っ
て
持
家
を
得
た
世
帯
は
、

す
ぎ
な
い
（
二
0
0
八年）。

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
増
大
を
背
景
と
し
、
政
府
は
、
二

0
0
0年
代
初

頭
に
「
ス
ト
ッ
ク
重
視
」
の
方
針
を
打
ち
だ
し
た
。
寿
命
の
長
い
優
良

住
宅
を
増
や
し
、
既
存
住
宅
の
改
善
と
流
通
を
促
す
施
策
が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
中
古
住
宅
と
リ
フ
ォ
ー
ム
の
市
場
は
、
小
さ
い
ま
ま
で
推
移

し
た
。
景
気
が
後
退
す
れ
ば
、
新
規
建
設
を
推
進
す
る
政
策
が
と
ら
れ

る
。
持
家
促
進
の
融
資
・
税
制
は
、
新
築
住
宅
の
取
得
支
援
を
主
眼
と

す
る
一
方
、
中
古
住
宅
取
得
を
も
対
象
に
含
め
る
方
向
に
変
化
し
た
。

だ
が
、
中
古
購
入
を
新
築
購
入
よ
り
優
遇
す
る
と
い
っ
た
強
い
施
策
を

用
意
し
な
い
限
り
、
中
古
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
の
育
成
は
難
し
い
。

新
設
住
宅
に
傾
斜
す
る
政
策
は
、
建
設
減
と
投
資
減
が
直
結
す
る
と

い
う
弱
さ
を
も
ち
、
経
済
効
果
を
重
視
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

を
持
続
さ
せ
る
力
を
備
え
て
い
な
い
。
住
宅
投
資
の
対
実
質
G
D
P
比

は
、
一
九
八

0
年
代
後
半
か
ら
九

0
年
代
前
半
に
か
け
て
、
五

S
六
％

台
の
水
準
で
推
移
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二

0
0三
年
に
三
％
台
、

0

九
年
に
は
二
％
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
（
実
質
ベ
ー
ス
）
。
住
宅
ス
ト
ッ

ク
の
改
善
に
対
す
る
投
資
は
、
一
戸
当
た
り
で
み
る
と
、
新
規
建
設
投

資
よ
り
少
な
い
。
そ
の
一
方
、
新
設
着
工
に
比
べ
て
、
既
存
住
宅
の
戸

数
は
圧
倒
的
に
多
い
。
中
古
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
を
拡
大
し
、
ス
ト
ッ

ク
投
資
を
促
進
す
れ
ば
、
よ
り
持
続
的
な
経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
。
し

か
し
、
「
ス
ト
ッ
ク
重
視
」
政
策
の
成
果
は
迅
速
に
は
現
れ
ず
、
ス
ト

ッ
ク
改
善
に
対
す
る
投
資
は
乏
し
い
ま
ま
で
あ
る
。

一
三
％
に
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述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
持
家
取
得
の
条
件
は
、
さ

ら
に
悪
化
し
た
。
バ
ブ
ル
前
の
住
宅
購
入
の
困
難
は
「
イ
ン
フ
レ
型
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
バ
ブ
ル
後
に
持
家
を
買
お
う
と
し
た
人
た

ち
は
、
コ
プ
フ
レ
型
」
の
困
難
に
直
面
し
た
。
そ
れ
で
も
、
住
宅
政
策

の
基
調
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
住
宅
購
入
の
困
難
さ
が
増
し
、
そ
れ
を

克
服
す
る
た
め
に
、
持
家
購
入
を
よ
り
強
く
促
す
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の

政
策
が
、
イ
ン
フ
レ
の
時
代
で
あ
ろ
う
と
、
デ
フ
レ
の
時
期
で
あ
ろ
う

と
、
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
。

持
家
需
要
を
絶
え
ず
「
発
明
」
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
を
不
断
に
促

進
し
よ
う
と
す
る
政
策
は
、
社
会
・
経
済
の
実
態
を
ふ
ま
え
ず
、
持
続

可
能
で
は
な
い
。
戦
前
で
は
、
住
宅
の
私
的
所
有
は
、
一
部
の
階
層
の

特
権
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
社
会
を
特
徴
づ
け
た
の
は
、
マ
イ
ホ

ー
ム
の
大
衆
化
で
あ
っ
た
。
持
家
が
全
住
宅
の
過
半
を
占
め
、
主
要
な

住
宅
所
有
形
態
で
あ
る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
住
宅
所
有
の

大
衆
化
を
支
え
た
条
件
は
失
わ
れ
、
そ
れ
が
再
び
特
権
と
化
す
兆
し
が

あ
る
。
若
い
世
代
で
は
、
持
家
率
が
す
で
に
低
下
し
た
。
未
婚
の
増
大

に
よ
っ
て
、
家
を
買
お
う
と
す
る
家
族
が
減
少
す
る
。
所
得
の
不
安
定

化
に
つ
れ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
長
期
返
済
に
耐
え
ら
れ
る
世
帯
が
減
る
。

新
た
な
世
代
の
社
会
・
経
済
条
件
か
ら
す
れ
ば
、
持
家
社
会
の
再
生
産

は
け
っ
し
て
自
明
で
は
な
い

(
H
i
r
a
y
昔
a,
2
0
1
3
)

。

必
要
な
の
は
、
人
び
と
の
実
態
を
ふ
ま
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
新
し
い

＿
住
宅
問
題
の
再
社
会
化
を

住
宅
政
策
を
つ
く
る
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
一
っ
と
し
て
、
賃
貸
住
宅
政

策
の
再
構
築
は
、
と
く
に
重
要
な
課
題
に
な
る
。
賃
貸
セ
ク
タ
ー
の
改

善
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
大
切
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ハ
イ
リ
ス

ク
・
ロ
ー
ン
に
よ
る
住
宅
購
入
を
減
ら
し
、
持
家
セ
ク
タ
ー
の
安
全
性

を
高
め
る
意
味
を
も
つ
。
公
的
賃
貸
住
宅
を
充
実
す
る
と
同
時
に
、
民

営
借
家
を
公
的
に
支
援
し
、
良
質
の
賃
貸
セ
ク
タ
ー
を
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
に
家
賃
補
助
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
貸

居
住
の
条
件
が
改
善
す
る
。
先
進
諸
国
の
な
か
で
、
公
的
家
賃
補
助
の

制
度
を
も
た
な
い
の
は
、
日
本
を
含
む
少
数
の
国
だ
け
で
あ
る
。

も
う
―
つ
は
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
利
用
促
進
に
関
す
る
政
策
構
築
で

あ
る
。
大
量
の
住
宅
が
す
で
に
存
在
す
る
。
そ
こ
に
新
た
な
住
宅
建
設

を
過
度
に
加
え
る
必
要
は
な
い
。
住
宅
政
策
の
運
営
で
は
、
そ
の
主
力

を
ス
ト
ッ
ク
利
用
に
大
胆
に
移
し
、
良
質
・
ロ
ー
コ
ス
ト
の
中
古
市
場

を
育
成
す
る
方
向
性
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府
は
、
「
ス
ト
ッ
ク
重
視
」

の
方
針
を
す
で
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
実
効
の
あ
る
施
策
に
落
と
し

込
む
必
要
が
あ
る
。
住
宅
政
策
の
力
点
を
新
築
か
ら
ス
ト
ッ
ク
に
シ
フ

ト
す
る
方
針
が
経
済
縮
小
に
つ
な
が
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
中
古
市
場
の
拡
大
は
、
大

量
の
既
存
住
宅
に
対
す
る
改
善
投
資
を
継
起
さ
せ
、
よ
り
安
定
し
た
経

済
効
果
の
持
続
に
結
び
つ
く
。

戦
後
日
本
に
普
及
し
た
マ
イ
ホ
ー
ム
と
い
う
住
宅
像
が
新
た
な
時
代

の
モ
デ
ル
と
し
て
存
続
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
新
し
い
世
代
の
人
た
ち

は
、
郊
外
の
庭
付
き
一
戸
建
て
住
宅
に
住
み
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
返
し
続
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け
…
…
と
い
っ
た
旧
来
の
中
間
層
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
持
し
、
実

践
す
る
だ
ろ
う
か
。
大
都
市
で
は
、
同
一
の
場
所
に
定
着
す
る
の
で
は

な
く
、
よ
り
軽
く
動
く
た
め
に
、
適
切
な
賃
貸
住
宅
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。
よ
り
多
く
の
世
帯
が
、
高
額
の
新
築

住
宅
で
は
な
く
、
安
価
な
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
選
び
、
そ
の

改
造
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
増
加
し
て
い
る
単
身
者

は
、
持
家
支
援
で
は
な
く
、
賃
貸
セ
ク
タ
ー
の
改
善
を
求
め
て
い
る
。

住
宅
の
あ
り
方
に
関
す
る
単
一
の
モ
デ
ル
を
想
定
し
、
そ
こ
に
向
け
て

人
び
と
を
追
い
立
て
、
流
し
込
も
う
と
す
る
政
策
は
、
根
拠
を
失
う
だ

ろ
う
。
特
権
と
し
て
の
住
宅
所
有
の
位
置
づ
け
が
よ
り
強
固
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
は
異
な
る
選
択
肢
の
用
意
が
不
可
欠
に
な
る
。
多

く
の
人
た
ち
が
マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
時
代
の
果
て
か

ら
、
住
ま
い
と
社
会
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
描
き
、
住
宅
政
策
を
ど

の
よ
う
に
組
み
立
て
直
す
の
か
、
と
い
う
問
い
が
現
れ
て
い
る
。

住
宅
に
関
す
る
日
本
社
会
の
特
徴
は
、
そ
の
改
善
の
困
難
と
い
う
社

会
問
題
が
脱
社
会
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
住
ま
い
の
あ
り
方
は
、

「
個
人
の
買
い
物
」
の
次
元
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り

方
」
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
選
び
方
」
と
い
っ
た
“
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
“
の
学

習
が
奨
励
さ
れ
た
。
住
宅
問
題
が
政
治
の
場
面
に
現
れ
る
こ
と
は
、
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
購
入
ば
か
り
を
推
進

し
て
き
た
政
策
の
成
果
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
の
デ
フ
レ
経
済
の
も

と
で
、
買
っ
た
住
宅
が
担
保
割
れ
に
な
っ
た
世
帯
は
、
そ
の
原
因
が
自

分
の
「
買
い
物
の
失
敗
」
に
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
狭
い
住
宅
に

し
か
住
め
な
い
人
び
と
は
、
そ
の
原
因
が
自
分
の
給
料
の
低
さ
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
を
発
生
・
破
裂
さ
せ
、
人
び
と
の

住
宅
資
産
を
傷
つ
け
た
お
も
な
原
因
は
、
政
府
の
経
済
運
営
の
失
敗
に

あ
る
。
持
家
を
買
う
以
外
に
住
ま
い
を
改
善
す
る
手
段
が
見
あ
た
ら
な

い
の
は
、
住
宅
政
策
が
偏
向
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
社
会
・
経
済
の

枠
組
み
が
不
変
で
あ
れ
ば
、
個
人
の
オ
覚
が
役
立
つ
場
面
は
乏
し
い
ま

ま
で
あ
る
。
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
方
を
ど
れ
だ
け
勉
強
し
て
も
、
安
倍

政
権
の
金
融
政
策
が
失
敗
す
れ
ば
、
融
資
調
達
の
コ
ス
ト
は
増
え
る
。

住
宅
問
題
を
再
社
会
化
し
、
”
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
“
の
次
元
か
ら
政
策
次

元
に
位
置
づ
け
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
時
代
の
次
を
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